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Prologue Engine：

妊婦と助産師の信頼関係を深めるサービスにおける

バックエンドシステムの設計

内容梗概

本論文は妊婦の日常生活の中でモチベーションを持って自由に入力したデータ

を、助産師が保健指導で活用できるデータへと変換する Prologue Engineについ

て述べる。Prologue Engineは妊娠日記のデータをデータベースに格納し、その

中から助産師の保健指導に有用な情報を選り分ける助産師支援システムである。

情報の選り分けは、妊娠日記のデータをデータベースへと格納する時に 7つのメ

タデータを付与することによって実現させた。

　助産師が妊婦一人一人に合わせた保健指導を行なうために必要な情報はカルテ

や母子健康手帳に記載されているデータだけでは足らず、妊婦の日常生活の情報

も必要である。そして、その情報は妊娠日記に書かれている。しかし、この日記

に記述されている情報の中には、保健指導に必要のない情報も含まれている。そ

こで、Prologue Engineはカルテや母子健康手帳で扱っているデータに加え、妊娠

日記のデータを助産師の保健指導に有用な形に整理する。この仕組みによって、

Prologue Engineは病院や診療所などの短い時間で行われる定期健診であっても、

助産師が妊婦の生活をより深く理解することを支援し、より細かい生活指導が行

える環境を整える。

　本論文では助産師への民族誌調査を踏まえ Prologue Engineの設計について言

及する。また、Prologue Engineの構築に向けて行なったメタデータの設計につ

いて言及する。その後、助産師に Prologue Engineに基づいて作成されたアプリ

ケーションを使ってもらうことで Prologue Engineの有効性について考察する。
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Prologue Engine：

Designing back-end system of a service that builds the

relationship of mutual trust between expecting mother

and midwife

Abstract

This paper presents Prologue Engine, a system that converts data which ex-

pecting mother freely input with motivation into data which midwife use at health

guidance. Prologue Engine is a midwife-supporting system that stores data of

maternity-dairy in database and select useful data for midwife from them. I im-

plement selecting data by putting seven metadata on data of maternity-dairy.

　 It is necessary for midwife to get not only data of medical records and mater-

nity health record book but also data of expecting mother’s life which is described

at maternity-dairy. This book includes not only useful data but also not available

data for midwife.Prologue changes data of medical cards and maternity record

book and maternity diary to useful information for a midwife in a periodic medi-

cal examination.Prologue Engine enables midwives to understand and give advice

to expecting mothers efficiently in time-constrained counseling and consultations.

Keywords:

Interaction Design, Expecting Mother, Midwife, Database, Object-Oriented Pro-

gramming
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第1章

Prologue Engineは、妊婦が主観的にモチベーションを持って自由に入力した

データを、助産師が保健指導で使用するための客観的なデータへと変換するデー

タベースである。助産師が妊婦一人一人に合わせた保健指導を行なうために必要

な情報はカルテや母子健康手帳だけでは足らず、妊婦の日常生活の情報も必要で

ある。そして、その情報は妊娠日記に書かれている。しかし、この日記に記述さ

れている情報の中には、保健指導に必要のない情報も含まれている。そのため、

Prologue Engineは妊婦が自由に記録する妊娠日記の中から「腰が痛いこと」や

「朝食をとった時間」などの保健指導に有用な情報を選り分け、データベースに格

納する。この情報の選り分けは、妊婦が入力した日記のデータをデータベースへ

と格納する時に 7つのメタデータを付与することによって実現させた。メタデー

タとは、あるデータが付随して持つそのデータ自身についての抽象度の高い付加

的なデータのことを言う。7つのメタデータは、「1. 日記や想い出写真」、「2. プ

ロファイル」、「3. 身体情報」、「4. マイナートラブル」、「5. チェックリスト」、

「6. 生活習慣」、「7. アドバイス」である。これにより、妊婦が入力する時は楽し

く入力でき、助産師がそのデータを使う時には正確なデータになっているという

データベースを作り上げた。
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図 1.1 Prologue Engine：Concept Overview

さらに、タブレット端末からアクセスできるようにAPIを提供し、実際に使え

るように iPad端末とデータベースを繋いだ。このAPIは、同プロジェクトメン

バーである磯谷が作った iPadアプリケーションから入力されたデータをデータ

ベースに蓄積するAPIである。これを通してデータベースには、妊婦が自分の意

志で入力したデータが貯められている。これを助産師側の iPadからアクセスす

る時に、助産師の必要なデータの「2. プロファイル」と「3. 身体情報」と「4.

マイナートラブル」と「5. チェックリスト」と「6. 生活習慣」を表示する仕組み

になっている。ここで助産師側で必要な仕組みというのは、助産師が保健指導の

際に用いるカルテと母子手帳と問診と母親学級の教科書などに記載されている情

報に従っている。ここにおける一番のポイントは、妊婦が自分の意志で入力した

り集めてきた情報が助産師が適切な指導を行なうためのデータとしても使える点

である。

　Prologue EngineはPrologueサービスのシステムとして設計された。Prologue

サービスにおけるシステムのアーキテクチャの指針をMVC（Model View Con-

troller）モデルと捉えると、Prologue EngineはModelという大きなモジュールと

して機能する。Modelとはプログラムの本質であり、データベースに格納された
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生のデータを隠蔽する。そして、抽象化された形のAPIを通じて他のモジュール

からのアクセスをコントロールする。Prologue Engineは iPadと接続されたAPI

を備えており、XMLのデータ形式で抽象化されたAPIを通じて、同プロジェク

トメンバーである磯谷が作成したアプリケーションからのアクセスをコントロー

ルしている。Prologue EngineがなければPrologueサービスが動かないことから、

PrologueのModel部分を Prologue Engineと名付けた。

　 Prologueサービスとは妊婦と助産師との間で使われる iPad版交換日記であ

り、妊婦と助産師の信頼関係を深める。妊婦と助産師の信頼関係を深めるために、

Prologueサービスは妊婦が妊娠生活の記録を積極的につけるというモチベーショ

ンを活かして、妊婦に関する情報を両者の間で共有させる。Prologueサービスを

使うことにより、妊婦は楽しく妊娠中のアルバムを作成していくことができる。

その一方で、妊婦が入力した情報がサーバーに蓄積されることにより、助産師は

生活指導に有用な妊婦の情報を獲得でき、定期健診の際に一人一人の妊婦に応じ

た生活指導を行なうことが可能になる。Prologueサービスの詳細は、同プロジェ

クトメンバーである磯谷の論文で説明されているため、本論文では記述しない。

図 1.2 Prologue：Concept Overview
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　 Prologue Engineをデザインするにあたり、助産師が保健指導の際にどのよう

な情報を必要としているのか。また、それらの情報同士の関連はどのようになっ

ているのかという視点から計 19件の民族誌調査を行なった。民族誌調査とは、作

業者の中に入り込んで得られる観察と直感的なインタビューを組み合わせた調査

法であり、作業者が目的を達成する上で上手にこなしている行動を探すことであ

る。

　 2011年 7月から一ヶ月に渡り神奈川県川崎市にある S産婦人科（産婦人科単科

の病院）にて調査を行なったところ、そこでは助産師が休み時間にも関わらず忙

しくておにぎり一つも食べられないという現実を目の当たりにした。S産婦人科

では、助産師は 10分間に妊婦一人という割合で助産師外来を行なっている。そし

て、この 10分間という短い時間の中でカルテ・母子手帳に目を通し妊婦に対して

適切なケアを行なっている。さらには、この時間の中で妊婦が抱えるつわりや腰

痛といったマイナートラブルや出産に対する不安を親身になって聞き、それらの

マイナートラブルや不安を解消・軽減するために「朝ご飯を食べる習慣はありま

すか？」や「里帰り出産ですか？」や「毎日の出勤時間は何時ですか？」といっ

たヒアリングを行い、妊婦の妊娠経過を正確に追わなければならない。また、こ

のような助産師外来の合間に採血やNST（ノンストレステスト）と呼ばれている

陣痛のない状態で赤ちゃんが元気かどうかの検査を行なっている。S産婦人科の

場合、これらの業務だけではなく分娩を行なったり産婦の入院手続きなども助産

師は行なっている。
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図 1.3 民族誌調査＠ S産婦人科

このように助産師が多忙な S産婦人科で働く、同プロジェクトメンバーであり

助産師の伊東春美さんは次のように言っている。「妊婦さんの中にはマタニティー

アルバム（妊娠生活を記録した日記）を自分でつけてて、それを外来時に持って

きて見せてくれるのだけど、見ている暇がないの。保健指導に活きるようなこと

も書いてあるということは分かっているし、読んで共感してあげたいんだけど、

そんな時間はない。」

助産師の伊東春美さん マタニティーアルバム
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　 S産婦人科での民族誌調査の中でも、助産師は妊婦に対するヒアリングでゼロ

から情報を聞き出していた。また、2011年 11月 4日に行なった民族誌調査で出

会ったマタニティーアルバムを分析したところ（付録参照）、「風邪っぽい？具合

が悪い。熱がある。病院に行くべきか。」や「熱っぽい。食欲は少し減った。」な

どと書かれていた。これを伊東春美さんに見せたところ、「前もってこんな風に

確認できたら見るんですけどね。ドンって塊で持ってこられても見ないですね。」

と言っており、確かに保健指導に有用なこともマタニティーアルバムには記述さ

れていた。しかし、先に述べたようにマタニティーアルバムで記述されている情

報は助産師が使えるような形では整理させておらず、助産師側も必要な情報を選

別する時間がない。これらのことから、妊娠日記のデータを格納し、その中から

助産師の保健指導に有用な情報を選り分ける Prologue Engineをデザインするに

至った。

　Prologue Engineは、Alan Cooper の著書「About Face 3 インタラクションデ

ザインの極意」(Cooper, Reimann, Robert and Cronin 2008)で紹介されている

Goal Directed Designという手法を取り調査、設計を行っている。Goal Directed

Design のプロセスは調査、モデリング、要件確定、フレームワー クの設定、精

緻化の 5つのプロセスから成る。最初の調査は民族誌調査である (奥出 2007)。

その調査に対してモデル分析 (Kuniavsky 2007)を行い、ペルソナ・シナリオ法

(Cooper et al. 2008)(奥出 2007)を用いて Prologue Engineの要求要件を確定さ

せた。ペルソナ・シナリオ法とは、特定の個人として表現されたユーザーモデル

であるペルソナが理想的な形でゴールを達成するための物語を作成することであ

る。シナリオには、コンテキストシナリオとキーパスシナリオがある。コンテキ

ストシナリオとは、構築したペルソナがゴールを達成していく過程を文章として

記述したシナリオである。キーパスシナリオとは、主要な機能の流れに着目して

コンテキストを改変したシナリオである。本研究では、実質上キーパスシナリオ

は iPadアプリケーションとデータベース間でのデータの遷移を示したシナリオ

として利用されている。
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　本研究では、キーパスシナリオの作成までをインタラクションデザインに沿って

行ない、キーパスシナリオにおいてシステムの要求・要件を定義した後、キーパス

シナリオから名詞と動詞を抽出することで、オブジェクト指向分析へと移行する。

そこで、システムの要求要件が確定した後、オブジェクト指向開発 (Tucker! 1998)

を用いてPrologue Engineで扱うメタデータを設計した。オブジェクト指向開発

とは、ソフトウェアの設計や開発において、操作手順よりも操作対象に重点を置

いた開発手法である。そして、関連するデータの集合とそれに対する操作をオブ

ジェクトと呼ばれる一つのまとまりとして管理し、その組み合わせによってソフ

トウェアを構築する。その後、設計したメタデータを扱った iPadアプリケーショ

ン「Prologue for Midwife」を複数の助産師に使ってもらい、Prologue Engineの

有効性を確認した。

　 2011年 12月、産婦人科単科の診療所・病院で働く助産師 3名に Prologue for

Midwifeは使われた。その結果、Prologue Engineは助産師の目的を達成したとい

う結果を得ることができた。また、Prologue Engineで扱っている、「日記や想い

出写真」「妊婦のプロファイル」「身体情報」「マイナートラブル」「チェックリス

ト」「生活習慣」「アドバイス」という７つメタデータの項目と分類も助産師から

好評を得たことも確認できた。

　第二章では、Literature Reviewの考察をもとに、Prologue Engineが貢献す

る研究領域・社会的価値を定義する。第三章では、Prologue Engineのコンセプ

ト、Prologue Engineの設計と実装について言及する。第四章では、Prologue for

Midwifeを使用した事例に基づき、Prologue Engineが助産師のゴールをどの程度

達成するのかについて考察を行なう。そして、最後の第五章では、第四章での議

論をもとに今後の展開を提示した上で結論とする。

　なお、調査・分析・Prologueサービスの設計に至るまでの活動は、著者を含む慶
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應義塾大学大学院メディアデザイン研究科メディカルプロジェクトのメンバーによ

る共同作業である。本論文では、筆者の主な貢献範囲である、Prologue Engineの

設計と有効性の考察に軸を置く。また、iPad/iphoneアプリケーション「Prologue

for Famiy」と iPadアプリケーション「Prologue for Midwife」の設計・実装は、

著者ではなく、同プロジェクトメンバーの磯谷の貢献である。
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第2章

Literature Review

2.1. 医療分野におけるインタラクションデザイン

2.1.1 インタラクションデザインによるデータベース設計

本研究では、Prologueサービスで用いられるPrologue Engineにフォーカスを

当てる。Prologue EngineはデータベースとAPI（アプリケーションプログラムイ

ンターフェイス）で構成される妊婦・助産師支援システムである。Prologue Engine

は、妊婦がつける妊娠生活についての記録の中から、助産師の保健指導に有用な

情報を選り分ける。本研究では、有効性が広く認められるデジタルメディアによ

る妊婦と助産師の情報共有を適えるために、インタラクションデザインの観点か

らデータベース設計を行なう。

　インタラクションデザインとは、人間が直接操作するデジタル製品、環境、シス

テム、サービスなどを設計することである。本研究は Alan Cooperの著書「About

Face 3 インタラクションデザインの極意」(Cooper et al. 2008)で紹介されている

Goal Directed Designという手法を取り調査、設計を行っている。Goal Directed

Design のプロセスは調査、モデリング、要件確定、フレームワー クの設定、精

緻化の 5つのプロセスから成る。

　まず最初の調査は民族誌調査による観察とインタビューを行う (奥出 2007)。観

察やインタビューの結果に対しモデル分析 (Kuniavsky 2007)を行なう。モデル

分析とは民族誌調査を基に調査対象のワークフローを具象化する作業のことであ

る。次にモデリングである。モデリングでは調査の結果、ユーザーの振る舞いや
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ゴールを洗い出し、それをペルソナとして架空の人物像を抽出する。ペルソナと

は、ユーザーがどのように考え、どのように行動し、何を達成したいと思ってい

るのか、またそれはなぜなのかを特定の個人として表現されたユーザーモデルで

ある。ペルソナの作成によって民族誌調査の調査対象者から観察された行動にコ

ンテキストを与え、ゴールの設定によってその行動の原動力となるモチベーショ

ンを明確にする。

　モデリングによってペルソナの設定を行ったら要件確定のフェーズに入る。要

件確定を「About Face 3」ではモデリングで行ったペルソナを使用してシナリオ

を作成し、製 品とユーザーとの振る舞いを検証していく。シナリオとは、ペルソ

ナがどのような時にどのような場所で、どのように考えて振る舞うかを時間の経

過と共に製品、環境、システム等の間で交わす言葉を使わないストーリである。

そして作成したシナリオを使って製品やサービスが持つデータ、機能についての

要件を導き出すことを目的とする。

　次にフレームワークと精緻化のプロセスであるがこれはインターフェイスデザ

インのプロセスに当たる部分である。筆者は本研究においてシステム開発を担当

したため、要件確定後のこのプロセスに、以下の二つのプロセスを当てはめた。

一つ目は、オブジェクト指向開発 (Tucker! 1998)によるメタデータの設計である。

二つ目は、デザインとエンジニアリングを含むアジャイルアプローチ (Merholz,

他 2008) である。オブジェクト指向開発とは、ソフトウェアの設計や開発にお

いて、操作手順よりも操作対象に重点を置いた開発手法である。そして、関連す

るデータの集合とそれに対する操作をオブジェクトと呼ばれる一つのまとまりと

して管理し、その組み合わせによってソフトウェアを構築する。アジャイルアプ

ローチとは主にソフトウェアの開発手法の 1つである。従来のウォーターフォー

ル型の開発手法 (IT情報マネジメント用語事典 2011)とは異なりある程度仕様が

決まった時点でディテールにこだわらず素早く全体を作り上げ、そのサイクルを

繰り返しシステムの完成を目指していく手法のことである。
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　医療や介護などの専門性の高いフィールドにおいて最終的にシステムの良し

悪しを製作者が判断することは難しい。従ってシステムを作る過程でユーザーに

フィードバックを受け修正を加えるというサイクルを繰り返すことが良いシステ

ムを作る上で有効な手段と言える。従って、本研究では製作プロセスにアジャイ

ルアプローチを採用した。また、アジャイルアプローチを採用するにあたり Ruby

on Rails (黒田, 佐藤 2008)という Web アプリケーションフレームワークと、ス

クリプト言語である php (たにぐち 2010)を使用して開発を行った。これらの言

語は少ないコード数で簡易に開発できるため素早く全体の仕組みを作り上げるこ

とに適している。

　Goal Directed Design によって製作された Prologue のコンセプトが有効であ

るかどうかの検証方法はコンテキスチュアルインタビューによって行う。具体的

には、製作したPrologueを妊婦と助産師に使ってもらいながら自由に会話しても

らい、モデリングによって作成したペ ルソナのゴールが達成できる、あるいは出

来得るかどうかを検証する。そして最終的に Prologue が妊婦と助産師の信頼関

係構築に有効であるか考察を行った。

2.1.2 在宅医療における多職種連携サービスCocon

インタラクションデザインによるデータベース設計を医療・介護分野において

行なった事例として、在宅医療における多職種連携サービス Cocon (逆井 2009)

がある。Coconは、医師、訪問看護師、訪問ヘルパー、ケアマネージャー、薬剤師

といった在宅患者に関わる各職種が利用する。各職種は、患者宅に訪問した際に

Coconを使うことによって、処置・サービスに入る前に重要な情報と必要な情報

を素早く閲覧することができる。また、処置・サービスが終わった後には、行った

処置・サービスおよび患者の状態を入力することで、多職種の情報共有を可能に

する。Coconは、情報を一覧化して表示しているため、各職種が処置・サービス
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に入る前に必要とする情報を素早く的確に確認することができる。また、Cocon

は、多職種間で共有すべき情報を分類し、可能な限りチェックボックス化してい

るため、情報共有のための記録作業を効率的にかつ、共通のフォーマットで行う

ことが出来る。

　Coconで扱っている、処置・サービスに入る前に重要な情報と必要な情報とは、

「病状」「食事」「排泄」「身支度」「意思疎通」「活動」「生活介助」「その他」の８

つの情報群である。この８つの情報群が適切であるかどうかは、2009年に逆井ら

によって検証され、「各職種から特に問題点を指摘されることなく、自然に受け

入れられた。また、各情報群内のチェック項目にも一般的に必要な項目を網羅で

きている。」と報告されている。

　また、Coconで扱っている 8つの情報群と同様な情報を産婦人科でも扱ってい

るという報告 (洪 2010)がある。この報告によると、神奈川県川崎市にあるK産

婦人科へのフィールドワークに行った際に、「分娩と診察で別々の病院や 診療所

に行く事があっても、共通した情報フォーマットがないために、例えばお腹の中

の赤ちゃんのエコー写真などはバラバラに情報整理のコストを各組織が負ってい

るとのことである。さらに、産婦人科で必要な情報の多くもCoconで扱っている

情報と近しいし、Coconサービスの妊婦への応用も考えられる。」と産婦人科医

は言っている。

　Prologue Engineは、在宅医療における多職種連携サービスであるCoconが届

かなかった妊娠・出産・育児の領域におけるインタラクションをデザインしたデー

タベースである。
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2.2. エスノグラフィーを用いたデータベース設計

インタラクションデザインのコアである、エスノグラフィーを用いてデータベー

ス設計を行なった事例として、横浜国立大学のベンチャー・ビジネス・ラボラト

リーの朴 英眞らによって報告された『災害エスノグラフィーを活用した危機管理

のための空間データベースの標準設計』(朴, 王, 古屋, 佐土原 2006)という研究が

ある。この研究では既存の災害支援システムのために構築された空間データベー

スをより実践的なものに補強するために、神戸の震災での体験を記したエスノグ

ラフィー (非構造化されたヒアリング調査により、被災経験者から本人しかわか

らない経験知や知識を体系化し、さらにそれを共有化することで、今後の災害へ

活かすことができる。)の読み込み分析に基づく、必要な空間データの整理、ハ

ザードなどを基にエスノグラフィーと実際の空間基盤とを関連づけてデータベー

ス化を行い、最後にこれらを基盤とした災害対応支援システムの実装を行ってい

る。その結果、「地図や空間データから情報を示すだけでなく、被災した体験に基

づいた被災者の知恵や知見やコツを一緒に伝えられるシステム開発が可能になっ

た。」と報告されている。

図 2.1 朴 英眞らによる、災害対策支援システム
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2.3. オブジェクト指向によるデータベース設計

Prologue Engineは、妊婦がつける妊娠生活についての記録の中から、助産師

の保健指導に有用な情報を選り分ける。Prologue Engineのデータベースには妊

婦がつける妊娠日記の記録が格納される。Prolgoue Engineは格納される際にメ

タデータをつけることで、助産師の保健指導に有用な情報を選り分ける。そのた

め、本研究ではシステム設計において有効とされているオブジェクト指向に基づ

いてメタデータの設計を行なった。メタデータとは、データに関するデータとい

う意味であり、あるデータが付随して持つそのデータ自身についての抽象度の高

い付加的なデータのことを言う。

　オブジェクト指向とは、ソフトウェアの設計や開発において、操作手順よりも

操作対象に重点を置く考え方であり、関連するデータの集合と、それに対する手

続き (メソッド)を「オブジェクト」と呼ばれる一つのまとまりとして管理し、そ

の組み合わせによってソフトウェアを構築することである。(Tucker! 1998)本研

究では、オブジェクト指向設計のプロセスに沿って、メタデータの設計を行なっ

た。オブジェクト指向設計のプロセスは、仕様書の作成、名詞・動詞抽出、静的

分析・静的モデリング、動的分析・動的モデリングの４つのプロセスがある。本

研究では、４つのプロセスの内、静的分析・静的モデリングのプロセスまでを行

なった。

　まず最初のプロセスは、システムの要求・要件を定義する仕様書の作成である。

その後、仕様書に書かれている要求・要件を明らかにするために、仕様書の中か

ら名詞と動詞を抽出する。これは、「オブジェクト」と抽出にするためである。オ

ブジェクト指向では、操作対象者が扱うモノを「オブジェクト」として捉える。

そして、オブジェクトにはそのモノ自体に付与する属性とそれに対する手続きが

付与されているため、名詞と動詞を抽出することで「オブジェクト」を抽出でき

ると考えられている。

　次に静的分析・静的モデリングである。静的分析・静的モデリングとは、シス
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テム対象領域がどのようなオブジェクトで構成されているかということを分析／

設計することである。設計の際には、統一モデリング言語であるUMLを用いる

ことで、多くの情報を簡単な図の中に埋め込むことができる。本研究では、メタ

データの設計のためにUMLの論理モデルであるユースケース図とオブジェクト

図とクラス図を用いた。ユースケース図とは、要求分析の際に用いられ、システ

ムに求められている要求はどういうものかを表現する図である。オブジェクト図

とは、集合に含まれる要素同士の関係を表現する図である。クラス図とは、シス

テムの中にどのようなクラス（設計書）が存在し、それぞれのクラスがどういう

関係にあるのかを表現した図である。このような設計書をつくることにより、オ

ブジェクト指向設計は拡張の高い柔軟なシステムを開発することができると言わ

れている。

2.4. 妊娠・出産・育児におけるLiterature Review

2.4.1 妊娠・出産の満足度と子育てとの関係

Prologue Engineの研究領域である妊娠・出産・育児の領域では、妊娠生活の

満足度が出産後の子育てにも影響を与えることが明らかになっている。『出産す

る女性が満足できるお産 : 助産院の出産体験ノートからの分析』(長谷川, 村上

2005)によると、肯定的な体験から導き出された満たされた感情は子どもへの愛

着をより深め, その後の育児にも影響していたと報告されている。少子化現象で

女性の出産に対する価値観が量から質へと変化し (村上 2001)、出産に対して安

全性や確実性を求めるだけでなく、満足感を満足感を求める声が強くなっている

中、多様化したニーズに応じてくれる出産場所として助産院がある。

　長谷川らの研究は、出産場所として助産院を選んだ妊婦が、出産体験や感情を

ありのままに記した出産体験ノートから、どのように満足感を得たのかを明らか
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にすることを目的としている。その結果、満たされたと感じた要因は、助産院へ

のこだわり・受け入れられること・体験すること・他者への心遣い・これからの自

分の５項目に分類されている。そして、これらの要因には、「ここで産めてよかっ

た」「家族っていいもんだ」「自分てすごい」「お産を味わう」「みんあありがとう」

「人にやさしく」「育児も上手くいきそう」という９種類の女性の想いが伴ってい

ると長谷川らは述べている。

　そして、「育児も上手くいきそう」という想いを抱くことによって、子どもへ

の愛着をより強くし、明るい気持ちで育児のスタートをきることができるという

ことが述べられている。また、このような流れをたどるためには、女性が信頼で

きる助産師と出会い、「あるがまま」を受け入れてもらえるという安心感をもっ

て、妊娠・出産・産褥期を送ることが必要とも述べられている。この考え方は助

産師の専門家たちの間では広く論じられており、慶應義塾大学大学院メディアデ

ザイン研究科修士１年であり助産師である伊東春美さんも心がけていることだ。

2.4.2 妊娠生活の満足度と健診時のケアの満足度との関係

一方、『女性を中心としたケア－妊娠期尺度”の開発とその妥当性と信頼性の検

討』(飯田 2010)によると、「ケアの満足度」と「医療者との関係の満足度」には

強い相関があると述べられている。さらに、妊婦は医療者とのコミュニケーショ

ンを求めており、コミュニケーションが充分に図れたか否かが、妊婦の健診に対

する満足度に左右することも明らかになっている。Rowe, Garcia, Macfarlane, et

al. (Rowe, Garcia, Macfarlane and Davidson 2002)は、妊婦が受けたケアを満足

と評価するかは、良いコミュニケーションをとれたかを中心に評価すると述べて

おり、Hildingsson Radestad (Hildingsson and R̊adestad 2005)は、妊娠中のケア

内容の中で、情報とコミュニケーションは満足度に大きく影響していたと述べて

いる。またHildingsson Thomas (Hildingsson and Thomas 2007)は、妊婦にとっ
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て助産師と話をすることが妊娠中のケアの重要な側面であり、妊婦にとって助産

師が支持的で親切であるという助産師の善し悪しが女性の体験を大きく左右した

と述べている。

　このように、助産師と妊婦の信頼関係を深めることが妊婦の出産への満足に繋

がり、妊婦の出産への満足がその後の育児にも好影響を及ぼすということが明ら

かになっている。そのため、私たちは助産師が妊婦のあるがままを受け入れられ

るように妊婦と助産師で妊婦の情報を共有させ、妊婦と助産師の信頼関係を深め

る本サービスをデザインした。

2.4.3 妊婦と助産師を結ぶメディア

現在、日本において妊婦と助産師を結ぶメディアは母子健康手帳である。母子

健康手帳とは、戦時体制下の極端な人口増加施策の一環として誕生した手帳であ

り、市町村によって交付される。この手帳には、出産までの妊婦の健康状態やア

ドバイス、そして出産時の大切な事項や出産後の予防接種などの情報が記入され、

ほぼ全ての妊婦が所持している。妊婦は母子健康手帳を産婦人科医や助産師と共

有することで、定期健診での妊婦の健康状態を記録として所持している。

2.4.4 電子化した医療・健康情報を一元的に管理して活用すること

のできる事例

Prologueは、妊婦がつける妊娠生活についての記録の中から、助産師の保健指

導に有用な情報を選り分ける。医療・健康情報を一元的に管理して個人が活用す

ることのできる基盤として、PHR(Personal Health Recored)システムという仕組
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みがある。PHR (日本版 PHRを活用した新たな健康サービス研究会 2008)(奥田

2008)(Holly, William and Howard 2009)とは「個人が自らの生活の質や機能や向

上を目的として、個人が自らの健康情報を収集・保存・活用する仕組み」であり、

個人に適した健康サービスの提供 や疾病管理等に応用する試みが進んでいる。

　本研究は Prologue Engineをデザインするに当たり、キーパスシナリオの作成

までをインタラクションデザインに沿って行ない、キーパスシナリオにおいてシ

ステムの要求・要件を定義した後、キーパスシナリオから名詞と動詞を抽出する

ことでオブジェクト指向設計へと移行する。エスノグラフィーに基づいてデータ

ベース設計を行なう事例はあるが、その事例ではオブジェクト指向を用いた詳細

なデータベース設計を行なっていない。さらに、妊娠・出産・育児の分野におい

てそのようなデータベース設計を行なっている事例はない。本研究では、助産師

が保健指導に際し必要な情報群を明らかにし、それに伴いメタデータの設計を行

なった。これにより、妊婦が自由に記録する妊娠日記の中から保健指導に有用な

情報を選り分け、データベースに格納することができた。
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第3章

コンセプト

3.1. Prologue Engine：Concept Overview

Prologue Engineは、妊婦の妊娠中の記録を蓄積するデータベースと、iPadと

データベースを繋ぐAPI（アプリケーションプログラムインターフェイス）から

構成される助産師支援システムである。Prologue Engineは妊娠日記のデータを

格納し、その中から助産師の保健指導に有用な情報を選り分ける。データの格納

においては次の 7つのメタデータをつけてデータベースに格納する。メタデータ

とは、データに関するデータという意味であり、あるデータが付随して持つその

データ自身についての抽象度の高い付加的なデータのことを言う。7つのメタデー

タは、「1. 日記や想い出写真」、「2. プロファイル」、「3. 身体情報」、「4. マイ

ナートラブル」、「5. チェックリスト」、「6. 生活習慣」、「7. アドバイス」である。

図 3.1 Prologue Engine：Concept Overview
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　Prologue Engineを構成するAPIは、同プロジェクトメンバーである磯谷が作っ

たアプリケーションから入力されたデータをデータベースに蓄積する APIであ

る。これを通してデータベースには、妊婦が自分の意志で入力したデータが貯め

られている。これを助産師側の iPadからアクセスする時に助産師の必要なデータ

の「2. プロファイル」と「3. 身体情報」と「4. マイナートラブル」と「5. チェッ

クリスト」と「6. 生活習慣」を表示する仕組みになっている。ここで助産師側で

必要な仕組みというのは、助産師が保健指導の際に用いるカルテと母子手帳と問

診と母親学級の教科書などに記載されている情報に従っている。ここにおける一

番のポイントは、妊婦が自分の意志で入力したり集めてきた情報というものが助

産師側で適切な指導を行なうためのデータとしても使える点である。以下、この

仕組みを構築するに至った流れを説明したい。

　Prologue EngineはPrologueサービスのシステムとして設計された。Prologue

サービスにおけるシステムのアーキテクチャの指針をMVC（Model View Con-

troller）モデルと捉えると、Prologue EngineはModelという大きなモジュールと

して機能する。Modelとはプログラムの本質であり、データベースに格納された

生のデータを隠蔽する。そして、抽象化された形のAPIを通じて他のモジュール

からのアクセスをコントロールする。Prologue Engineは ipadと接続されたAPI

を備えており、XMLのデータ形式で抽象化されたAPIを通じて、同プロジェク

トメンバーである磯谷が作成したアプリケーションからのアクセスをコントロー

ルしている。Prologue EngineがなければPrologueサービスが動かないことから、

PrologueのModel部分を Prologue Engineと名付けた。

　 Prologueサービスとは妊婦と助産師との間で使われる iPad版交換日記であ

り、妊婦と助産師の信頼関係を深める。妊婦と助産師の信頼関係を深めるために、

Prologueサービスは妊婦が妊娠生活の記録を積極的につけるというモチベーショ

ンを活かして、妊婦に関する情報を妊婦と助産師で共有させる。Prologueサービ

スを使うことにより、妊婦は楽しく妊娠中のアルバムを作成していくことができ
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る。その一方で、妊婦が入力した情報がサーバーに蓄積されることにより、助産

師は生活指導に有用な妊婦の情報を獲得でき、定期健診の際に一人一人の妊婦に

応じた生活指導を行なうことが可能になる。Prologueサービスの詳細は、同プロ

ジェクトメンバーである磯谷の論文で説明されているため、本論文では記述しな

い。

図 3.2 Prologue：Concept Overview

　本研究は、データベースを設計する上で民族誌調査を基にしている。民族誌調

査とは、実際に当事者を観察しその行動を文字に起こした濃い記述を分析して、

背後にあるメンタルモデルを捜すことだ。メンタルモデルとは、観察対象者が日

常生活の中で身に付けた行動であり、その行動によって様々な情報活動を円滑に

行っている。インタラクションデザインにおいて、メンタルモデルを定義すると

いう方法は、Alan Cooperによって提唱され、今では有用な方法として認められ

ている (Cooper 2000)。私はその方法に基づき、民族誌調査を行なった。
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3.2. 助産師に対する民族誌調査の実施

私は、Prologue Engineをデザインする上で助産師が保健指導の際にどのよう

な情報を必要としているのか。また、それらの情報同士の関連はどのようになっ

ているのかという視点から計 19件の民族誌調査を行なった。以下、その概要で

ある。

１. 産婦人科単科の病院で働く助産師に対する民族誌調査

2011年 6月 17日～2011年 7月 31日までにわたって、神奈川県川崎市にある S産

婦人科の健診に計 9件同席し、観察とインタビューを実施した。

　２. 助産院で働く助産師に対する民族誌調査

2011年 7月 12日～2011年 8月 9日までにわたって、神奈川県川崎市にあるK助

産院の健診に計 7件同席し、観察とインタビューを実施した。

　３. 妊婦と助産師に対する民族誌調査

2011年 11月 2日～2011年 11月 10日までにわたって、カフェやファミリーレス

トランにて計 3件の模擬的助産師外来を行い、観察とインタビューを実施した。

現実の状況での観察が難しいため、KMD修士 1年であり助産師である伊東春美

さんと妊婦に来てもらい、模擬的助産師外来を行った。

　上記に示した民族誌調査の中から、私たちが助産師のメンタルモデルを発見し

た民族誌調査について述べる。私は妊婦が助産師と最も長く接する助産師外来で

助産師がどのような情報を必要としているのかを知るために、2011年 11月 10日

に東京都千代田区秋葉原のカフェにて、妊婦と助産師に対して助産師外来の民族

誌調査を行なった。現実の状況での助産師外来の観察は難しいため、私はカフェ

において擬似的に助産師外来を行なった。

　KMD修士 1年であり助産師である伊東春美さんと妊婦に来てもらい、伊東さ

んが妊婦とのコミュニケーションの中から妊婦のどのような情報を引き出してい
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るのを観察した。妊娠週数 17週の初産婦である秋山文月さん (仮名)は、妊娠生活

の不安として食生活への不安を抱えていた。そこで、伊東さんはまず母子手帳に

書かれている全ての項目に目を通し、その後「何を今は食べている感じですか?」

や「朝ご飯を食べる習慣はありますか?」や「一日 3回の食事ですか?」や「昼ご

飯はどうしているの?」や「主食は何ですか?」などのクエッショニングを通じて、

妊婦から情報を聞き出していた。なぜなら、母子手帳にはこれらの情報が記入さ

れていないからだ。そして、伊東さんは「食事時間は今のままでいい。お野菜は、

生のままだと両手いっぱい。火を通すと、片手いっぱい。お野菜を生でこれだけ

食べると体が冷えてしまうので、冬はなるべく温野菜にしたほうがいいよ。」と

秋山さん (仮名)の妊娠生活に沿ったアドバイスをしていた。

図 3.3 妊婦の秋山さん（仮名）と助産師の伊東春美さんへの民族誌調査の様子

メンタルモデル

　私はこの民族誌調査から濃い記述と５モデル分析を行った（付録参照）。５モデ

ル分析とは、モノ・物理的空間・時系列・文化的背景・コミュニケーションの５つの

視点から現象を分析する方法であり、Mike Kuniavskyによってユーザ・エクスペ

リエンス・リサーチ・テクニックの一つとして提唱されている (Kuniavsky 2007)。

民族誌調査の濃い記述と 5モデル分析を通じ、私は次のようなメンタルモデルを

発見した。
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　それは、「助産師が一人一人の妊婦に合わせた生活指導を行なうときは、妊婦

の身体情報とマイナートラブルを把握するために母子健康手帳やクエッショニン

グを利用する。そして、短い時間でも丁寧な診察を行うために母子健康手帳を素

早く確認する。助産師はこのようにして獲得した妊婦の情報を基に、妊婦の生活

に共感し肯定することで妊婦との信頼関係を築いている。」ということだ。

　特に、助産師が助産師が保健指導の際にどのような情報を必要としているのか。

また、それらの情報同士の関連はどのようになっているのかを明らかにするため

に、私は助産師のワークフローに着目した。

図 3.4 助産師の助産師外来におけるワークフロー

　具体的にクエッショニングによって聞き出す内容は妊婦一人一人によって異な

るが、助産師が助産師外来で行なうワークフローには共通のパターンがあった。

それは、以下の３ステップを必ず踏むということである。

ステップ１. 助産師は保健指導に臨む際、まずカルテや母子手帳を用いて妊婦の

名前や生年月日や仕事内容や既往妊娠歴やアレルギーなどの妊婦の基本情報を確

認する。
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　これは、妊婦を間違えないようにするためや医療事故を防ぐためである。

ステップ２. 次に、カルテや母子手帳を用いて妊婦の体重や血圧や尿糖などの妊

婦の身体情報を確認する。

　これは、妊婦の妊娠経過が異常か正常かを判断するためである。妊娠高血圧症

候群や早産・流産などの可能性がある場合、早急に妊婦を入院させるためである。

ステップ３. 妊娠経過が正常な場合は、最後にクエッショニングを用いて妊婦が

抱えるつわりや腰痛といったマイナートラブルを聞き出し、妊婦一人一人に合わ

せた改善策を提案するために食事や排泄などの生活習慣を聞き出す。

　これは、妊婦に快適な妊娠生活を送ってもらうためである。助産師は妊婦の安

全安楽なお産を望んでおり、そのためには妊娠経過を正常に過ごさせることと出

産に前向きな感情を芽生えさすことが必要だと考えて普段の業務を行なっている。

3.3. 民族誌調査から設計した、助産師が必要とする3つ

の抽象化されたメタデータ

3.3.1 妊婦と助産師で共有する情報

現在、助産師は妊婦との情報共有の手段として母子健康手帳を使っている。母

子健康手帳とは、戦時体制下の極端な人口増加施策の一環として誕生した手帳で

あり、市町村によって交付される。この手帳には、出産までの妊婦の健康状態や

アドバイス、そして出産時の大切な事項や出産後の予防接種などの情報が記入さ

れ、ほぼ全ての妊婦が所持している。
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図 3.5 母子健康手帳

この母子健康手帳を使って妊婦と助産師との間で共有されている情報は、大き

く分けて 2つある。一つ目は、妊婦の職業や通勤時間や住居の種類や既往歴など

といった妊婦のプロファイルである。二つ目は、妊婦の体重、血圧、浮腫、尿糖、

尿蛋白といった 妊婦の身体情報である。

　また、助産師が行うクエッショニングによって妊婦と助産師との間で共有され

ている情報も、大きく分けて二つある。一つ目は妊婦が抱えるつわりや腰痛や便

秘や皮膚のトラブルや不眠などのマイナートラブルの情報だ。二つ目は、食事や

睡眠や排泄や清潔などといった妊婦の生活習慣に関する情報だ。助産師は妊婦に

対してクエッショニングを行ないこれら二つの情報を獲得することで、マイナー

トラブルを緩和するアドバイスを行なっている。

　先の秋山さんと伊東さんに対する民族誌調査を経て、助産師が妊婦の妊娠生

活を把握できれば、妊婦が助産師に抱く信頼感や助産師が行うアドバイスの質が

上がるという知見を私は得た。そこで、助産師が妊婦の妊娠生活を把握する方法

を軸に、私は妊婦と助産師との間で共有させる情報を 3 つの情報群に分類した。
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3.3.2 助産師が必要とする3つの抽象化されたメタデータ

1.　妊娠週数に応じた妊婦のお産への準備に関する情報

これは、「毎日、散歩はしていますか？」や「呼吸法やリラックス法の練習はし

ていますか？」や「腰痛はありますか？」や「お通じは毎日ありますか？」など

の情報である。そして、助産師が妊婦の妊娠生活を把握するために必要な情報量

という軸で、これらの情報を３つに分類した。

a.　「陣痛が始まったら自宅ではどのように過ごしますか？」や「辛いマイナー

トラブルはありますか？」などといった自由記述できるテキスト型の情報

b.　「出産場所はどこですか？」や「沐浴グッズは揃えましたか？」などといっ

た選択肢型の情報

c.　「立ち会い出産について夫と話し合っていますか？」や「スクワットやあぐ

らの練習はしていますか？」などといった二者択一型の情報

　 2.　妊婦の身体に関する情報

この情報群は、妊婦の体重・血圧・浮腫・尿糖・尿蛋白の情報である。

　 3.　妊婦のアナムネーゼに関する情報

アナムネーゼとは、看護師や助産師が患者の看護計画を作成するために必要な情

報のことである。アナムネーゼの項目については、病院によって様々な工夫がな

されておりその項目は多様であるが、本プロジェクトメンバーであり助産師でも

ある伊東春美氏とともに、アドバイスを行う際に必要な項目か否かという軸で項

目を決定した。その項目は、既往歴・既往妊娠歴・アレルギー・食事・排泄・清

潔・睡眠・仕事の 8項目である。
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3.3.3 3つの抽象化されたメタデータから7つの詳細なメタデータ

の設計へ

前述した助産師が必要とする 3つの抽象化されたメタデータによって、助産師

は指導を行なうことができるが、Prologue Engineは ipadとインタラクションで

きない。もしくは、一度のインタラクションでやりとりされる情報量が多くなる。

Prologue Engineと ipadとをインタラクションさせ、一回のインタラクションの

中でやりとりされる情報量を必要最低限の情報量にするために、私は詳細なメタ

データを設計した。そして、私は詳細なメタデータを設計するにあたり、ペルソ

ナ・シナリオ法とオブジェクト指向分析を用いて、メタデータの設計を行なった。

3.4. ペルソナ・シナリオ

3.4.1 ペルソナ・シナリオ法の採用

私はPrologue Engine内で扱う詳細なメタデータを設計する上で、ユーザーの

特徴を説明するモデルをデザインツールとして作成した。このモデルを作成する

ために、ペルソナ法と言われている手法を用いた。このペルソナ法はインタラク

ションデザイン分野において広く有効性が認められている手法である。ペルソナ

は特定の個人として表現されたユーザーモデルであり、架空の名前や年齢を持っ

ている。ペルソナは民族誌調査の中で明らかになった、助産師の特徴的な振る舞

いや態度とゴールを記述することによって作成する。助産師のゴールとは、助産

師が助産師外来を行う上で達成したいこととモチベーションである。本節では助

産師のゴールを提示した後、本研究で作成したペルソナを提示する。その後、ペ

ルソナを登場させたシナリオを元に要件を確定させる。なお、ペルソナに使用し

ている写真は本人の許可を得た上で掲載している。
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3.4.2 ペルソナのゴールとメンタルモデル

インタラクションデザインをデザインする上で有用とされている『About Face

3』(Cooper et al. 2008)において、ゴールにはエクスペリエンスゴール・エンド

ゴール・ライフゴールの３つあると述べられている。エクスペリエンスゴールと

は、製品を使っている時に、ユーザーがどのように感じていたいかということであ

る。エンドゴールとは、特定の製品と直結した作業を実行することに対するユー

ザーのモチベーションのことである。ライフゴールとは、一般にはデザイン対象

の製品のコンテキストを大きく超える、ユーザー個人の大きな望みである。

　本研究では、Prologue Engineを助産師が使うことで助産師のゴールを達成でき

るかどうかを評価において検証する。そのため、本論文では助産師のエンドゴー

ルを提示する。

　助産師のゴールとメンタルモデル

　ゴールA：一人一人の妊婦に合わせた生活指導を行いたい

　メンタルモデルA：定期健診時の身体情報を確認し，マイナートラブルを聴取

する

　ゴールB：短い時間でも丁寧な診察を行いたい

　メンタルモデルB：母子手帳を素早く確認する

　ゴールC：妊婦と何でも話してもらえる信頼関係を築きたい

　メンタルモデルC：妊婦の生活に共感した上で、アドバイスを行う
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図 3.6 助産師のペルソナ
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3.4.3 シナリオ

本節では、前節で設定したペルソナ像が各自のゴール達成に向けて行う、活動

やモチベーションを記述したシナリオを提示する。私は、インタラクションデザイ

ンのフレームワークを作成する上で『DESIGNING FOR THE DIGITAL AGE』

(Goodwin 2009)を参考にした。Kim Goodwinは、シナリオとは構築したペルソ

ナが理想的な形でゴールを達成するまでの物語のことをいい、2種類の記述方法

があると述べている。

　一つ目はコンテキストシナリオである。コンテキストシナリオとは、構築した

ペルソナがゴールを達成していく過程を文章として記述したシナリオである。

　二つ目は、キーパスシナリオである。キーパスシナリオとは、主要な機能の流

れに着目してコンテキストを改変したシナリオである。本研究では、実質上キー

パスシナリオは iPadアプリケーションとデータベース間でのデータの遷移を示

したシナリオとして利用されている。

　以下、本節では助産師が助産師外来で Prologue Engineとインタラクションを

行なうシーンをキーパスシナリオを用いて記述する。このキーパスシナリオは、

作成したコンテキストシナリオ（付録参照）に基づき、iPadアプリケーションと

データベース間でのデータの遷移を示したシナリオである。

　キーパスシナリオ
定期健診日（妊娠週数 28週）
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3.4.4 要求、要件

システム開発における要求はペルソナを作成する際に設定したゴールに置き換

えることが出来る。要件に関しては各要求から導きだした。また、私たちは作成

したシナリオから名詞と動詞を抽出し、各オブジェクトが持つ情報と機能を整理

して、システムの要件を確定した。

　助産師のゴールに関わる要件

　ゴールA：一人一人の妊婦に合わせた生活指導を行いたい

　妊婦の情報を共有することで、この要求に応える。妊婦の家族史を作成するた

めに用いるデータベースと、個々の妊婦の情報の中から助産師と共有する情報を

作成するためのデータべースを分けて実装する。

　助産師側のデータベースに蓄積する主な情報は、前述した３つの情報群である。

妊娠週数に応じた妊婦のお産への準備に関する情報群と妊婦の身体に関する情報

群と妊婦のアナムネーゼに関する情報群の３つの情報群である。

　ゴールB：短い時間でも丁寧な診察を行いたい

　助産師が妊婦に生活指導を行う際に必要なデータ群をメタデータとして設計す

ることで、この要求に応える。

　メタデータとは、データに関するデータという意味であり、あるデータが付随

して持つそのデータ自身についての抽象度の高い付加的なデータのことを言う。

例えば、妊婦の血圧・体重・浮腫などの情報を身体情報というメタデータとして

設計することである。

　ゴールC：妊婦と何でも話してもらえる信頼関係を築きたい

　 iPadで妊婦の状態を確認できるように、iPadアプリケーションで妊婦の情報

を読み込むデータフォーマット（XML Format）を作成することでこの要求に応

える。助産師外来の際に、iPadを使うことで、妊婦と助産師が一つの画面に対し

て同じ方向を向くシーンを作り出し、妊婦と助産師が妊婦の安全安楽なお産とい
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う同じ目的に向かって妊娠生活をサポートしていくためだ。

　また、助産師が助産師外来の際に妊婦にアドバイスした内容を妊婦と共有でき

るためのアプリケーションインターフェイスを実装する。

3.5. インタラクションデザインからオブジェクト指向設

計へ

キーパスシナリオの作成までをインタラクションデザインに沿って行ない、キー

パスシナリオにおいてシステムの要求・要件を定義した後、キーパスシナリオか

ら名詞と動詞を抽出することで、オブジェクト指向分析へと移行する。第二章で

説明したように、インタラクションデザインでは民族誌調査とその分析を行ない、

その後ペルソナ・シナリオ法を用いて要求・要件を洗い出す。この時、インタラク

ションデザインではキーパスシナリオにおいて、ユーザーと直接インタラクショ

ンを行なうインターフェイスの遷移を描くことが主流である。

　一方、オブジェクト指向分析ではシステムの仕様から名詞と動詞を抽出するこ

とで、どのようなオブジェクトでシステム領域が構成されているかを分析・設計

する。キーパスシナリオの作成までをインタラクションデザインに沿って行ない、

キーパスシナリオから名詞と動詞を抽出することで、ユーザーがPrologue Engine

内で扱うオブジェクト群をメタデータとして設計した。
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3.6. 7つの詳細なメタデータの設計と実装

3.6.1 オブジェクト指向設計

私は Prologue Engine内で扱う 7つの詳細なメタデータを設計する上で、オブ

ジェクト指向設計を参考にした。オブジェクト指向開発とは、ソフトウェアの設

計や開発において、操作手順よりも操作対象に重点を置いた開発手法である。そ

して、関連するデータの集合とそれに対する操作をオブジェクトと呼ばれる一つ

のまとまりとして管理し、その組み合わせによってソフトウェアを構築する。そ

のため、オブジェクト指向設計は拡張の高い柔軟なシステムを開発することがで

きる。今後、データ量が膨大になった時に拡張性を持たせたデータベース構造の

基礎を設計するために、オブジェクト指向によるメタデータの設計を行った。

　オブジェクト指向によるメタデータの設計を行う上で、システム化の対象とな

る重要なものだけを残して、不要なものを省くモデリングをUMLを用いて行う。

UMLとは、統一モデリング言語のことであり、多くの情報を簡単な図の中に埋

め込むことができる。メタデータの設計を行う際に、私はUMLの論理モデルで

あるユースケース図とオブジェクト図とクラス図を用いた。
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3.6.2 ユースケース図

ユースケース図は、要求分析の際に用いられ、システムに求められている要求

はどういうものかを表現する。Prologueでは、実際にシステムを使う利用者に妊

婦と助産師がおり、利用者は楕円で表現されたサービスをシステムから受けるこ

とができる。これにより、システムと利用者との境界を明確に示す。

　Proogueでは、妊婦は家族の物語を作成・閲覧することができ、チェックリス

トを通じて出産への準備を行うことができる。一方、助産師は妊婦の身体情報・

マイナートラブル・既往歴などのプロファイル・生活習慣・チェックリストの進

捗を確認することができ、妊婦に対してメッセージ画像を送ることができる。

図 3.7 ユースケース図
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3.6.3 オブジェクト図

オブジェクト図とは、集合に含まれる要素同士の関係を表現する図である。本

論文では、オブジェクトのみを使用し、システムの構造を把握するためにオブジェ

クト図を用いた。オブジェクトを使用することにより、クラス候補を洗い出すた

めである。オブジェクト図を作成する上で、妊婦の定期健診日という文脈を設定

した。なぜなら、妊婦の定期健診日はPrologueが扱う全ての主要なオブジェクト

が登場するためである。

図 3.8 オブジェクト図
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3.6.4 クラス図

上記で示したオブジェクト図を参考に、クラス図を作成した。クラス図とは、

システムの中にどのようなクラス（設計書）が存在し、それぞれのクラスがどう

いう関係にあるのかを表現した図である。Prologueでは、利用者が妊婦か助産師

かによって表示内容が異なる。妊婦には妊婦自身が入力した日記や想い出写真が

表示されるが、助産師側には表示されない。また、妊婦と助産師両方ともに表示

される内容には大きく 6つのクラスに分類できた。以上から、以下の 7つのクラ

スを作成した。

１. 日記や想い出写真

妊婦が妊娠期間中に綴った日記やその時に撮影した写真の情報が含まれる。

２. 妊婦のプロファイル

このクラスには週数、予定日、既往歴、アレルギー、次回健診日、仕事内容、既

往出産歴、既往妊娠歴などの妊婦のプロファイルに関する情報が含まれる。

３. 身体情報

このクラスには妊婦の体重、最高血圧、最低血圧、浮腫、尿糖、尿蛋白、歩数と

いった妊婦健診時に採取される情報が含まれる。

４. マイナートラブル

妊婦が抱えるマイナートラブルの種類、マイナートラブルに対する妊婦の相談事、

助産師に聞きたいこと、不安や悩みといった妊婦健診の際の助産師の具体的なア

ドバイスに用いられる情報がこのクラスに含まれる。

５. チェックリスト

チェックリストのクラスには妊婦が出産に向けて準備を行う際に参考にする項目

と、妊婦がその項目に対して答えた回答がある。妊婦が参考にする項目には、「出

産する病院は通院先の病院ですか？」や「前期の母親学級は、16週以降で予約し
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ましたか？」などといった質問項目と、「つわりの時は、水分をよく摂り食べら

れるものを食べましょう」や「座るときはあぐらができるように練習しておきま

しょう」などといったメッセージ項目がある。また、妊婦の回答には自由記述さ

れたテキスト型の情報と、選択肢型の情報と、二者択一型の情報がある。

６. 生活習慣

生活習慣のクラスには、食事・清潔・睡眠・排泄の４項目の情報がある。食事に

は、一日の食事回数・食事時間・間食の有無・主食の情報がある。清潔には、湯

船に浸かるのかシャワーのみなのか・お風呂に入る回数の情報がある。睡眠には、

睡眠時間の情報がある。

７. アドバイス

アドバイスのクラスには、助産師が助産師外来で生活指導を行った際に用いた画

像・指導を行った助産師の名前の情報が含まれる。
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図 3.9 クラス図
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3.6.5 メタデータの設計

前項で作成したクラス図を基に、Prologue Engineで扱う主要な情報群をメタ

データとして設計した。本研究では、データベーステーブル毎にXMLのデータ

フォーマットでメタデータを書き出し、iPadアプリケーションと通信する。その

ため、データベーステーブルの設計と Prologue Engineで扱うメタデータの設計

を同義と捉えデータベーステーブルを設計した。Prologue Engineで主要に扱う

情報群（データベーステーブル）は全部で９つある。

　この９つの情報群は、前項で示した妊婦のプロファイル（profiles）と身体情報

（vitals）とマイナートラブル（minor troubles）とチェックリスト（checklists）と

生活習慣（life styles）とアドバイス（photo for advices）と妊婦の日記や想い出

写真（photo diary tables）に加え、ファイル容量が大きい写真ファイルを時系列

で分けたもの（photo diary time sequences）とトピック別で分けたもの（photo

diary topic sequences）である。二つに分けた理由は、iPadアプリケーション内

でこれらの情報群が扱われることや iPadへの読み込み時間の短縮のためである。
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図 3.10 データベーステーブル
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3.6.6 メタデータの実装

メタデータの設計に基づき、実装を行なった。PHPとRuby on Railsのプログ

ラミング言語・フレームワークを用いた。PHPとは、Hypertext Preprocessorの略

語であり、主にWebページ作成のために用いられるプログラミング言語である。

Ruby on Railsとは、オブジェクト指向スクリプト言語でありオブジェクト指向プ

ログラミング言語であるRubyを用いた、Webアプリケーションフレームワーク

である。筆者は iphone/iPadアプリケーションから送られたデータをサーバー内

のデータベースに蓄積するためのアプリケーションインターフェイス実装にPHP

を用いた。また、データベースに蓄積されたデータをXMLのデータフォーマッ

トで書き出すためのアプリケーションインターフェイスにRuby on Railsを用い、

メタデータの実装を行なった。
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3.7. システム概要

3.7.1 コンティニュア規格対応機器の採用

本研究では、妊婦が体重・血圧・歩数を測定する際、コンティニュア規格対応

機器を利用することを想定して Prologueのデザインを行った。コンティニュア

規格とは、パーソナル・ヘルスケアの質的向上を目的として国際標準の接続規格

に基づき統一化された通信規格である。コンティニュア規格対応機器とは、体重

計・血圧計・歩数計などの健康管理機器の測定データをBluetooth通信を利用し

て簡単にサーバーに転送する機器である。日本では、2006年 11月に様々な医療

機器や健康管理サービスの連携を通じた人々の健康管理を支援する業界団体（コ

ンティニュア・ヘルス・アライアンス）が、パーソナル・ヘルスケアの質的向上

という目的で設立された。

　本研究では、このコンティニュア・ヘルス・アライアンスの参加企業であるオム

ロン株式会社の体重体組成計と血圧計と歩数計を用いた。また、Bluetooth通信

ができないサーバーとの連動を想定し、パイプ役となるサーバーを利用した。パ

イプ役となるサーバーは株式会社アライブから市販されている e-healthサーバー

を利用した。妊婦はこのコンティニュア規格対応の機器を使うことで、体重や血

圧や歩数の数値を手入力せずとも無線で簡単に保存することができる。

　 e-healthサーバーでは、コンティニュア対応機器から送信された体重や血圧な

どの情報をXMLのデータフォーマットで作成し、サーバーに送信される。その

ため、筆者は e-healthサーバーから送信されたXMLデータを分析し、体重や血

圧などの情報をサーバー内のデータベースに蓄積されるように実装した。
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図 3.11 血圧計と歩数計と体組成計

図 3.12 e-healthサーバー

47



3.7.2 システム全体像

Prologue for familyと Prologue for midwifeは、妊婦の家族史や身体情報など

の情報を一元化して扱うため、サーバーは１台で両システムからのアクセスを

受け付ける。サーバーのスペックは 4Core 12Gであり、OSは Ubuntu（Linux

Distribution）を用い、HTTP Serverは Apacheを用いた。アプリケーションフ

レームワークは、PHPとRuby on Railsを用い、通信はHTTP通信を用いた。

図 3.13 システム概要図
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　また、サーバーのデータベースはMySQLを用い、妊婦用のデータベースと

助産師用のデータベースを分けて実装した。助産師用のデータベースは、将来的

に前年度まで本プロジェクトが研究していた coconサービスとの連携を想定して

いるため、妊婦用と助産師用の２つのデータベースに分けた。

図 3.14 データベース

　 Prologue Engineは、次のデータベーステーブルから構成される。
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図 3.15 データベースの構成
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第4章

Prologue Engineの有効性

4.1. フィールドでの有効性の確認

4.1.1 有効性の確認方法

本研究では、Prologue Engineの有効性を確認するために、Prologue Engine内

のデータベースを基に作成されたPrologue for Midwifeを複数の助産師に操作し

てもらいコンテクスチュアルインタビューを行うことで、Prologue Engine内の

データベースと調査対象者のインタラクションをコンテクスチュアルインタビュー

結果としてまとめた。コンピュータと人とのインタラクション（ヒューマンコン

ピュータインタラクション）におけるコンテクスチュアルインタビューとは、実際

にテクノロジを調査対象者に使用してもらいながら自由に説明や会話をしてもら

い、それらの会話の中で調査対象者の持つ考えをインタビュアーが引き出してい

くインタビューである。そのため、コンテクスチュアルインタビューを用いるこ

とによって、言語だけのインタビューでは失われる言語化されない側面をとらえ

ることができると言われている (Beyer 1997)。また、ヒューマンコンピュータイ

ンタラクションにおけるコンテクスチュアルインタビューは、調査対象者がどの

ような要求の元にどのようなメンタルモデルを持ち、どのようにインタラクショ

ンを実践するのかの理解に役立つと言われている (Lazar 2010)。

　調査対象者に Prologue for Midwifeを操作してもらうにあたり、助産師が使う

iPadアプリケーションのPrologue for Midwifeには妊婦から収集したデータを予

め入力していた。

　そして、調査対象者にPrologue for Midwifeを操作してもらう前にコンセプト
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概要を著者が助産師に説明した。その後、助産師にPrologue for Midwifeを操作

してもらい、操作の中で感じたことを自由に話してもらう形でコンテクスチュア

ルインタビューを行った。これらのコンテキストインタビューは録画、録音、書き

取りによって記録した。筆者がおこなったコンテクスチュアルインタビューでは

筆者から予め用意した質問を投げかけるのではなく、調査対象者の発言や操作に

疑問を感じた場合のみ、筆者から質問を投げかけた。操作方法に関しては著しく

作業が中断されることがない限り、筆者からの説明は行っていない。コンテクス

チュアルインタビューの記録を元に現場の状況や動作などの情報も文字に起こし、

テキストデータを作成した。そして、このテキストデータを「Prologue Engine内

で扱っているメタデータの項目や区分は適切であるか」「Prologue Engineを使う

ことでゴールをどの程度達成できるか」という２つの観点からまとめ、Prologue

Engineの有効性を確認した。

4.1.2 調査対象

調査対象者として、以下の 3名に Prologue for Midwifeを操作してもらいなが

らフィードバックを得た。

・S産婦人科　 S助産師（30代女性、助産師歴 10年、出産経験有り）

・S産婦人科　M助産師（30代女性、助産師歴 9年、電子カルテ利用の病院での

勤務経験有り、iPad使用経験なし）

・S産婦人科　A助産師（20代女性、助産師歴 4年、電子カルテ利用の病院での

勤務経験有り、iPad使用経験なし）
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4.2. Prologueの利用事例

4.2.1 S産婦人科　S助産師

2011年 12月 3日神奈川県川崎市宮前区のレストランにて、産婦人科単科の病

院である S産婦人科で働く S助産師（30代女性、助産師歴 10年、出産経験有り）

にPrologue for Midwifeを使ってもらいながらコンテキスチュアルインタビュー

を行った。以下、行ったインタビューを引用しながらその時の様子を記述する。

図 4.1 Prologueを起動させた時の Sさんの反応

　 SさんはPrologue for Midwifeを起動させてログインし、トップページを見る

なり、「おおー。すごい！すごい！見やすい！」と感心していた。トップページを
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全体的に見た後、Sさんは「これ、母子手帳いらなくなりますね。」と話した。母

子手帳には載っている腹囲と子宮底の情報がないにも関わらず、Sさんが母子手

帳の代わりにPrologue for Midwifeを使えると感じたことから、助産師が母子手

帳を使っていつも確認している情報を Prologue Engineは満たしているようだ。

　 Sさんは体重・血圧のグラフに関して好感を示したが、体重・血圧の経過欄に

数値がないことが気になり、「経過表を付けているからか、数値があった方が把

握しやすい。」とコメントした。その後、どのようにして他のページに移るのか

が分からず、「これは下にいけるのか？」と尋ねられた。Sさんは iPadや iphone

を全く触ったことがなかったため、メニューバーでタブを切り替えられることに

気付かなかったようだ。しかし、一度説明するとその後は何度もタブを切り替え

ていた。

　 Sさんはトップページからタブを切り替え、マイナートラブル・助産師への質

問・妊婦の生活習慣（食事、清潔、排泄、睡眠）の画面に移ると、「すごい！」と

何度も口に出して感心していた。そして、妊婦の生活習慣の４項目の全てを自ら

タッチして詳細情報を確認し、「わぁ、すごい！」と驚いていた。この４項目に関

しても各項目の詳細な項目に関しても特に問題点を指摘されることなく、自然に

受け入れられていた。また、助産師への質問に対しても「あぁ、分かりやすい！」

や「一ヶ月健診とかでも保健指導の時もそうですけど、質問したいことを書いて

てくれると、効率がいい。やっぱり聞き出そうとすると、後から後からいろいろと

出てくるし、しかも脇道に逸れたりするから。これは助かるなって思いました。」

と好感を示していた。

　 Sさんはマイナートラブルに対しても同様に好感を示し、「母親学級とかヨガ

をやるには、すごいいいと思います。ヨガやる時も最初のオリエンテーションと

か自己紹介の時に困っていることを聞き出している感じなので、分かっていると

始まる前に話が早いというか、スムーズに入っていけそう。その時間を目一杯使

えそうな感じがしますね。」や「時間が取れる状態であれば（こういう情報が事

前に）無くても聞き出せるかもしれないけど、一対一でも時間が無くて、この人
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に 3分しか避けないって状態であれば先に知っておいたらだいぶスムーズになる

ので活用できる。」とコメントしていた。

　さらに、マイナートラブルは妊婦の安心感にも繋がると Sさんは示唆していた。

「妊婦さんのマイナートラブルが１、２、３ってあると（妊婦さんは）１は絶対言

うんだけど、２，３は言わなかったりする。そうなると実はこの週は２、３の方

が一番困っていることだったかもしれないから、SOSをキャッチできるきっかけ

になると思います。妊婦さん的にこれだけ伝えたいと思っていても助産師さんか

ら他のを言ってくれると、わかってくれているんだって安心感になる。」と Sさ

んは話していた。

　最後に、Sさんはアドバイスに使う手書き機能にも好感を示していた。Sさん

は手書き機能の目的が分からない様子だったが、助産師でありKMD修士１年の

伊東さんが手書き機能を用いて破水の状態を説明すると、「いいですね！書きた

い時ありますね！例えば、逆子ちゃんだとへその尾が巻いてるとか。」とコメン

トし、手書き機能を使って胎児の様子を描写していた。
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4.2.2 S産婦人科　M助産師、A助産師

2011年 12月 7日神奈川県川崎市宮前区の飲食店にて、産婦人科単科の病院で

ある S産婦人科で働くM助産師（30代女性、助産師歴 9年、電子カルテ利用の

病院での勤務経験有り、iPad使用経験なし）とA助産師（20代女性、助産師歴

4年、電子カルテ利用の病院での勤務経験有り、iPad使用経験なし）にPrologue

for Midwifeを使ってもらいながらコンテキスチュアルインタビューを行った。以

下、行ったインタビューを引用しながらその時の様子を記述する。

図 4.2 Prologueを起動させた時のMさんとAさんの反応

　まず、Mさんと Aさんは Prologue for Midwifeを起動させると、トップペー

ジを全体的に見ながらPrologue for Midwifeで確認できる情報になにがあるのか

を確認していた。そして、Mさんは「助産師と妊婦との関わりでは、こんな風に

（妊婦の普通の生活状況を把握しやすく）してもらえると妊婦の普通の生活状況

を知りたいところだから、非常に指導がしやすくなる。」とコメントし、Prologue

for Midwifeを使った妊婦との情報共有に好感を示していた。さらに、Mさんは

医師も交えたチームでのケアにも Prologue Engineは貢献できるということを示

唆し、次のように述べていた。「結局のところチームでケアをしていくことにな
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るので、助産師と妊婦の密接な関わりという部分が非常に大きなところになると

思うが、ここに医師が加わることで、助産師が実際にどういう関わりをしている

のかが分かるようになると思う。そのように分かることが重要になる。ただでさ

え、助産師の記録を医師が見ることはないので、せっかく見やすいし、これだっ

たら医師も興味を持つようになると思う。」

　Mさんは特にPrologue for Midwifeで使用されている色使いをとても気に入っ

ており、「仕事に対して前向きな気持ちになって楽しくできそう。」とコメントし

ていた。また、iPadを業務に用いることにも楽しさを感じており、「パソコンだ

とやりにくくて、ほんとは書きたいことも書けないってことがあった。私たちが

見れていない失点とかも見れてるのに書けなかったりとかっていうのがあって、

情報を自分だけで抱えてることがよくあった。iPadだと手書きでメモを残せるの

でいいですね。」とMさんは話してくれた。

　また、グラフを利用して妊婦に説明する時にもPrologue for Midwifeは有効で

あるようだった。Mさんは「カルテだったら、妊婦さんの目の前に突きつけなが

ら説明しても分かりにくいが、グラフだと見せただけで（妊婦に）納得してもら

える。特に（目標増加体重の目安の）線が書いてあるので、はみ出たことも分かっ

ていい。血圧とかも急に上がっちゃうし、これだと一目瞭然で分かるのですごく

良い。」とコメントしていた。

　さらに、マイナートラブルの画面を見ながらMさんは「この人になにがあるの

かっていうのがパッと分かるから良いし、それがどんな時に出たかっていうのも

分かるから良い。っていうのも、話を聞いてるだけだとなにがなんなのか話しが

分からなくなる人も多いので。そういう話が長くて何を言っているのか分からな

い人のマイナートラブルも把握できるようになって良い。」と言っていた。

　筆者が「これを使って具体的にはどのように生活指導をしますか？」と尋ねる

と、Mさんは手慣れたようにトップページとマイナートラブルのページを行き来
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しながら情報を確認し、マイナートラブルの内容をサッと読んだ後に、排便の詳

細情報にタッチしていた。そして、「一日三回しかおしっこ行ってないし、もう

ちょっと水分をとった方が、便秘が楽になるよ。あと、便秘で体重が増えてるのか

もしれないから、もうちょっと便が出るようにしたら体重コントロールもスムー

ズに行くようになるかもしれないよと、生活指導します。あまりページ数も多く

ないからすぐ欲しい情報にタッチできるようになっていて、説明もしやすいよう

になってると思います。」とコメントした。

　一方、Aさんからはチェックリストに関して前向きなフィードバックをもらう

ことができた。Aさんは、「（チェックリストの項目に）ベースとなる項目はもち

ろんあっていいのだが、妊婦個人の課題が出てきた時にアドバイスや改善点を個

別のやり取りでできると個別性が出てくると思った。」とコメントしていた。

　最後に、Mさんは「妊婦健診っていうほんの何分かの時間で把握しきれないこ

とも画面を通して分かるし、あとはそれまでの（普通の生活の）記録ってどうし

てもカルテだと拾いきれない情報があったが、こういう風に一覧で見れるから分

かりやすいと思う。」と言い、Prologue Engineで扱っているメタデータに関して

良い反応を示していた。また、Aさんは「主語が妊婦さん自身になるので、こっ

ちが必要だから聞いてるんじゃなくて、妊婦さん自身に必要なことだから自分で

答えていくというスタンスになるので、それが一番いいかなと思いました。」と

言って、Prologue Engineのコンセプトに好感を示していた。
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4.3. Prologue Engine内で扱っているメタデータの項

目や区分は適切であるか

　前章で言及したように、Prologue Engineで扱うメタデータは全部で 7つあ

る。この項目について、助産師 3名から特に問題点を指摘されることなく、自然

に受け入れられていた。妊婦と助産師で共有するメタデータは、妊婦のプロファ

イル・身体情報・マイナートラブル・チェックリスト・生活習慣の 5つのメタデー

タである。このようにメタデータを設計したことに関して、助産師から好評を得

た。助産師Sさんからは「全体的な構成として、妊婦の経過欄で妊婦の体重とかっ

ていうのが見れて既往歴みたいなのが見れて、その次にマイナートラブルについ

て見て、マイナートラブルで気になったとこの普段の生活を見る。そして、気に

なったときにチェックリストを見るっていう、見え方の順番がいい。」とのコメン

トを得た。助産師Mさんも生活指導をしようとした際に、タブでページを切り変

えながら助産師 Sさんと同じ順番で妊婦の状態を把握しており、「あまりページ

数も多くないからすぐ欲しい情報にタッチできるようになっていて、説明もしや

すいようになってると思います。」とコメントしている。また、助産師 Sさんか

らは、「（手書きメモ）いいですね！書きたい時ありますね！例えば、逆子ちゃん

だとへその尾が巻いてるとか。」と手書きでのアドバイスに関しても強く賛同し

ていた。これらのことから、メタデータの設計は生活指導や妊婦の状況把握に有

効に働いたと言える。
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4.4. Prologueを使うことでゴールをどの程度達成でき

るか

4.4.1 助産師

　ゴールA：一人一人の妊婦に合わせた生活指導を行いたい

　助産師 Sさんは、「一ヶ月健診とかでも保健指導の時もそうですけど、質問し

たいことを書いててくれると、効率がいい。やっぱり聞き出そうとすると、後か

ら後からいろいろと出てくるし、しかも脇道に逸れたりするから。これは助かる

なって思いました。」と述べていた。一方、助産師Mさんは「妊婦健診っていうほ

んの何分かの時間で把握しきれないことも画面を通して分かるし、あとはそれま

での（普通の生活の）記録ってどうしてもカルテだと拾いきれない情報があった

が、こういう風に一覧で見れるから分かりやすいと思う。」と述べていた。また、

Prologue Engineによって事前に妊婦に関する情報を獲得しておくことで、助産

師Mさんは妊婦一人一人に合った具体的な生活指導を行なうことができていた。

このことから、一人一人の妊婦に合わせた生活指導を行なうという助産師のゴー

ルを Prologue Engineは達成したと言える。

　ゴールB：短い時間でも丁寧な診察を行いたい

　助産師 Sさんは、「時間が取れる状態であれば（こういう情報が事前に）無く

ても聞き出せるかもしれないけど、一対一でも時間が無くて、この人に 3分しか

避けないって状態であれば先に知っておいたらだいぶスムーズになるので活用で

きる。」とコメントしている。また、妊婦への生活指導の際に、妊婦の身体情報・

既往歴・マイナートラブル・生活習慣・チェックリストという塊で情報を収集し

ていた。このことに関して、助産師Mさんも「こんな風に（妊婦の普通の生活状

況を把握しやすく）してもらえると妊婦の普通の生活状況を知りたいところだか

ら、非常に指導がしやすくなる。」と述べていた。このことから、短い時間でも

丁寧な診察を行ないたいという助産師のゴールを Prologue Engineは達成したと

言える。
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　ゴールC：妊婦と何でも話してもらえる信頼関係を築きたい

　助産師 Sさんは、「妊婦さんのマイナートラブルが１、２、３ってあると（妊婦

さんは）１は絶対言うんだけど、２，３は言わなかったりする。そうなると実は

この週は２、３の方が一番困っていることだったかもしれないから、SOSをキャッ

チできるきっかけになると思います。妊婦さん的にこれだけ伝えたいと思ってい

ても助産師さんから他のを言ってくれると、わかってくれているんだって安心感

になる。」と述べていた。一方，妊婦も助産師と情報を共有することに対して好

感を示していた。妊婦TMさんは、「こんな風に助産師さんのところに伝送して

くれてたら、安心ですし便利です。」と述べている。このようにPrologue Engine

は妊婦に安心感を与え、妊婦と信頼関係を築きたいという助産師のゴールを達成

するのに、貢献すると言える。

4.4.2 その他の反応

・妊婦が主役のPrologue Engine

　助産師Aさんは「主語が妊婦さん自身になるので、こっちが必要だから聞いて

るんじゃなくて、妊婦さん自身に必要なことだから自分で答えていくというスタ

ンスになるので、それが一番いいかなと思いました。」と言っており、Prologue

Engineのコンセプトに好感を示していた。
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第5章

結論と今後の展開

5.1. 結論

本論文では、妊娠中における人間の身体的な変化に対してサービスを提供する

助産師と妊婦との間のコミュニケーションをどのように構築するかというところ

に焦点を当てたものである。ここにおいてネックとなることは 2点ある。1点目

は入力のしやすさである。2点目はどのようにデータを見るのかというデータの

見やすさである。この二つを改善し合わせることによって、圧倒的に使いやすい

ものが登場する。私はこの研究において、データの再編というコアになるところ

の開発に取り組んだ。そして、製作したPrologue for Midwifeを複数の助産師に

操作してもらうなかで、Prologue Engineが助産師のゴールを達成するのかを考

察してきた。

　Prologue Engine内で扱うメタデータの項目とその分類に関しては、助産師か

ら特に問題点を指摘されることなく自然に受け入れられた。また、妊婦と助産師

の間で共有されるメタデータの分類に関して、助産師から好評を得た。既往歴な

どの妊婦のプロファイル、身体情報、マイナートラブル、生活習慣、チェックリ

ストという普段行なっている助産師外来での業務の流れに沿って、確認できるの

がいいとの意見を聞くことができた。

　一方、各メタデータに内包されている詳細なデータは、一般性を備えているも

のの、妊婦毎の個別性という点については、検討が必要であるということも分かっ

た。助産師から、「妊婦のプロファイルの中に妊婦や旦那の仕事についての情報
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が欲しい。家族構成についても知りたい。」との意見が挙がった。また、「生活習

慣の食事について、食事のメニューを写真などで把握したい。睡眠については、

睡眠の時間帯も把握したい。」との意見が挙がった。特に、チェックリストの項目

は助産師である伊東さんと作成したため、一般的に必要な項目のみに留めた。そ

のため、助産師から宿題という形でチェックリストの項目を妊婦一人一人に応じ

て追加できるような仕組みが必要という意見が、助産師から挙がった。今回の有

効性の確認とその考察から、本論文で掲げたユーザーのゴールは大筋において達

成できていると言える。

　従来、助産師は様々なものを利用して妊婦の情報を収集し、それに時間がかかっ

ていた。そのため、短い時間では妊婦一人一人に対して丁寧な診察ができなかっ

たが、Prologue Engineがデータを再編することにより、短い時間でも一人一人

の妊婦に合わせた生活指導を行うことができるようになった。さらに、妊婦が自

分の意志で入力・記録したデータをデータベースに格納することで、助産師は従

来だとカルテや母子手帳だけでは獲得できなかったデータも獲得することができ

るようになり、助産師が妊婦に提供する保健指導の質を向上させた。

5.2. 今後の展開

今回、数名の助産師にPrologueを使ってもらったことで、妊婦と助産師の信頼関

係を深めるサービスとしてPrologueが有効に働くことは考察されたが、Prologue

サービスを普及・運用していくうえでは様々な課題がある。

　まず、Prologueサービスを診療所や病院に売り込むためには、今後プロトタ

イプを長期的に妊婦や助産師に使ってもらうことや、多くの妊婦や助産師に使っ

てもらうことが必要である。このことによって、新たに出てきた要求に答えるた
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めにデザインの範囲を広げる必要があるだろう。例えば、妊婦の入力のモチベー

ションを維持するために、センサーを用いて生活ログの記録をいかに負荷なくデ

ザインするかということが挙げられる。本研究においては、マタニティーアルバ

ムの仕組みの中にコンティニュア規格対応機器を利用する仕組みを組み込むこと

によって、妊婦の体重・血圧のデータを負荷なく入力させるようにデザインした

が、別のセンサリング技術を利用するなどがある。

　また、長期的に妊婦に Prologueを使ってもらう場合、妊婦の情報を安定して

データベースに記録していく必要がある。そのため、サーバー上のデータベース

に蓄積された妊婦の情報を外部記録装置に書き出すなどの記録機能の拡張化が必

要となる。さらに、前年度まで研究対象としてきた coconサービスとの連携も実

現の対象となるだろう。

　さらに、現状 Prologueは出産までしか実装されていないが、助産師から「出

産後 3歳までの記録をつけれるようにしてほしい」との声もある。助産師が妊

娠・出産・育児の全ての領域で一気通貫でケアを行なうためにも、現状のフレー

ムワークを利用してデザインの領域をのばす必要がある。一方で、本研究を通じ

て、Prologueが妊婦とその夫のコミュニケーションツールにもなるという声もあ

る。妊婦と助産師だけでなく、旦那も新たなステークホルダーとして加えたサー

ビス展開に取り組んでいく必要もある。今後、本研究を継続していくにあたり、

先に挙げた様々な課題に取り組む慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科メ

ディカルプロジェクトのメンバー達に期待したい。
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付録A

付 録

A.1. 2011年6月17日のS産婦人科での民族誌調査
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図 A.1 文化モデル
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図 A.2 フローモデル
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図 A.3 シークエンスモデル
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図 A.4 物理モデル
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A.2. 2011年6月24日のS産婦人科での民族誌調査

図 A.5 文化モデル
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図 A.6 フローモデル

75



図 A.7 シークエンスモデル
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図 A.8 物理モデル
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A.3. 2011年7月14日のK助産院での民族誌調査

図 A.9 文化モデル
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図 A.10 フローモデル
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図 A.11 シークエンスモデル
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A.4. 2011年7月11日の妊婦への民族誌調査

図 A.12 文化モデル
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図 A.13 フローモデル
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図 A.14 シークエンスモデル
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図 A.15 物理モデル
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A.5. 2011年11月10日の妊婦への民族誌調査

図 A.16 アーティファクトモデル
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図 A.17 フローモデル
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A.6. コンテキストシナリオ

【妊婦のコンテキストシナリオ】

1 安定期の真由美は、仕事の同僚たちにも妊娠のことを伝え、妊娠生活を楽しん

でいる。今日は待ちに待った検診日の日だ。今日は初めて夫も休みがとれたので

一緒に定期健診に行くことにしている。朝食を一緒にとって手がけた。

2 真由美は病院に向かう電車の中で iPhoneを取り出し、「Prologue for Family」

起動した。起動すると「エコー写真を貼り付けましょう」と表示された画面が表

示された。

3 検診前にチェックリストの確認画面に移動した。今日までに準備しておくべき

ことにはすべてチェックがついていた。

4 体重グラフに目を通していると、夫覗き込んできたのでスライドショーの画面

に切り替えた。体重に関してはなるべく夫には見られたくない。

5 そこでスライドショー画面に切り替えた。でこれまでのお腹の変化の写真を観

ている間に目的地である佐々木クリニックの最寄り駅についた。

6 クリニックにつくと、真由美は受付に診察券と母子手帳を提出し、血圧、体重

を測り、尿を取りに行った。

7 しばらく待合室で待っていると診察室に呼ばれた。祐司は初めて定期健診につ

いて来たため、エコーの様子に興味津々だった。二人で話しをしていると、今日

の入力画面は定期健診のことをすると、 助産師外来に真由美が呼ばれた 。

8 祐司は助産師外来には入れないので 一人になった。Prologue for Familyにログ

インすると、今日のコメント欄に今さっき感じた感想を興奮気味に書いていた。

書き終わると保存ボタンを押した。そして、スライドショーを再生しながら感慨
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深げな顔をした。

9 一方、真由美が助産師外来に入ると、助産師の西田に一言目に「えらい！」と

言われた。西田は助産師用 iPadからの助産師Prologue for Midwifeを見て、28週

目の目標体重を下回っていることを一目で確認したようだ。そして、「うんうん」

と出産に向けた準備も着々と進んでいることを確認しながら、生活指導が始まっ

た。診察の途中で姿勢についての説明が行われた際に、西田は真由美の横に座っ

た。

10 そして、Prologue for Midwifeに図示しながら説明し、「これ送っとくね」と

言いながら保存ボタンを押した。そして、次回健診までに進めておく準備を説明

されて今日の健診は終わった。

11 帰り際に助産師から体重管理を褒められたことを祐司に伝えながら家路に着

いた。帰りの電車の真由美はPrologue for Familyを開き、今日感じたことや医師

に言われたことや血圧、体重などのデータを入力し、保存ボタンを押した。

12家に帰ると受け取ったエコー写真をさっそく iPhoneで撮影し、それをPrologue

for Familyで今日のページの写真のスペースにを貼りつけて保存ボタンを押した。

13 遅めの昼食を食べながら祐司はまだ興奮気味に初めて生でエコーの様子を見

たときの話をしだした。そこで iPad版の Prologue for Familyを持ち出し、妻が

これまで入力してきたのエコー写真のスライドショーを見返しながらいろいろな

話をした。

14 スライドショーのモードを切り替えてこれまで撮りためてきたお腹の写真の

変遷を確認しながら二人で妊娠生活の半分を振り返り、次回健診までにチェック

しておくリストを確認して iPadを閉じた。
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【助産師のコンテキストシナリオ】

1 午前 9時に助産師の西田は出勤すると助産師外来に向かい、助産師用の iPadで

Prologueを起動した。画面には今日予約されている妊婦の情報一覧が表示されて

いる。ひと通り目を通し診察のための準備を行った。

2 午前 10時、クリニックの診察が始まる前に最初に見なければならない妊婦を確

認するため Prologueを再び起動した。

3 ５人の妊婦を見てみると、一人目に真由美の名前があったが、28週目という大

事な時期であるため長く診察時間をとりたいと思った。そのため他の四人を週数

や処置内容を確認すると比較的早く診察ができそうな妊婦達であったため、真由

美の診察を最後に回し前の４人を手早く処置していった。

4 真由美を助産師外来に呼びながら、妊婦一覧画面から真由美を選択して、これ

までの妊娠の経過を見た（体重、血圧、浮腫、尿糖、尿蛋白）。そして、前回の

健診から今回までの体重、血圧、歩数の変化を確認した。

5 そこで助産師外来に真由美が入ってきた。そして西田は一言目に「えらい！」

と褒めた。体重グラフから、先週少し体重が増えたが、今週になって 28週目の

目標体重を下回る値をキープすることがでいていたからだ。

6 褒めながらもさらにPrologueを見てみると前回の健診から今回の健診までの準

備チェックリストにもしっかり答えていたたが、産後に誰に手伝ってもらうか？

という質問に未定と書いてあったために、それについての指導を行った。チェッ

クリストがあるためにどの点についてより深く指導するべきかが一目でわかった

ようだ。
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7真由美が職場で座っている機会が多いことを伝えると手書きメモページを開き、

ペンツールを使って絵を描きながら、姿勢が出産とどのように結びついているか

などの指導を行った。そして説明が終わると「これ送っとくね」と西田は言い、

保存ボタンを押した。

8そして、西田は真由美に次回健診が 2週間後であることを伝え、そろそろ「必要

な物の準備をしてもいいかもね。」と言いながらチェックリストの画面を開き、次

回健診であるあ30週目までの説明を行った。そして、「今説明したことはPrologue

のいつものところに乗ってるから、それをご主人と見てみてね」といい、今日の

健診を終えた。

9 西田は真由美のページを完了すると、一旦今後の見なければならない妊婦の簡

単な情報を見てから次の妊婦を呼び出した。
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A.7. アーティファクトで扱っているデータ一覧

図 A.18 カルテと母子健康手帳
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図 A.19 マタニティーダイアリー
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図 A.20 栄養指導の紙と母親学級の教科書
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